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最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
四
年
か
ら
、
株
式
会
社

佐
藤
組
に
嘱
託
と
し
て
入
社
し
、
用
地
業
務
に
今
も
敏
腕

を
振
る
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
書
き
添
え
て
お
き
ま
す
。

（
島
根
県

星
野

誠
一
）

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記

広
島
県

原

修

三

私
は
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
生
ま
れ
で
、
現
在
既
に

八
十
七
歳
で
あ
る
。
兵
歴
は
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
徴

集
で
甲
種
合
格
と
な
り
、
昭
和
十
一
年
一
月
、
福
山
歩
兵

第
四
一
連
隊
に
入
営
、
昭
和
十
二
年
七
月
九
日
帰
休
除
隊

の
予
定
の
と
こ
ろ
、
当
日
の
午
前
五
時
、
突
如
週
番
七
官

集
合
の
ラ
ッ
パ
が
あ
り
、
本
日
の
除
隊
者
は
集
合
、
本
日

の
除
隊
者
の
除
隊
は
一
時
中
止
と
な
る
。
そ
の
こ
と
は
既

に
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
当
年
七
月
七
日
の
蘆
溝
橋
事
件
に

よ
り
京
都
以
西
の
各
部
隊
の
帰
休
除
隊
は
中
止
と
な
る
。

既
に
近
郊
の
町
村
か
ら
は
除
隊
出
迎
え
の
代
表
者
が
「
祝

除
隊
」
の
旗
を
か
ざ
し
て
営
門
前
に
集
ま
っ
て
お
り
、
私

の
よ
う
に
遠
い
所
で
も
役
場
の
兵
事
掛
と
身
内
の
代
表
が

出
向
い
て
い
た
。
面
会
不
可
能
と
い
う
こ
と
で
、
な
す
術

は
な
く
落
胆
の
極
に
達
し
た
。

し
か
し
事
態
は
刻
々
と
進
行
し
、
応
急
動
員
か
ら
本
動

員
と
な
り
、
動
員
計
画
に
よ
り
応
召
、
戦
時
態
勢
の
部
隊

編
成
と
な
り
、
同
年
八
月
一
日
に
は
宇
品
を
出
港
、
釜
山

経
由
に
よ
り
日
中
戦
争
に
入
る
。
私
は
伍
長
勤
務
上
等
兵

で
小
隊
の
第
六
分
隊
長
と
し
て
参
戦
。
同
年
八
月
七
日
、

長
城
線
の
八
達
嶺
が
初
戦
場
で
、
約
一
週
間
、
長
城
線
の

警
備
に
就
く
。
以
降
、
北
京
を
通
過
、
徐
州
、
徐
州
へ
と

毎
日
十
キ
ロ
の
強
行
軍
で
疲
労
は
そ
の
極
に
達
す
。
正
定

ま
で
進
行
、
大
休
止
と
な
り
、
入
浴
も
あ
り
久
々
に
手
足

を
伸
ば
し
休
養
し
た
時
既
に
九
月
初
め
、
思
い
も
よ
ら
ぬ

変
化
到
来
、
部
隊
は
速
や
か
に
天
津
に
集
結
の
命
下
る
。

補
充
部
隊
到
着
も
あ
り
、
我
々
の
歩
兵
四
一
連
隊
に
山

砲
部
隊
の
旅
団
編
成
と
な
り
、
九
月
中
旬
天
津
を
出
港
、

南
方
に
向
け
発
進
、
左
右
を
護
衛
艦
に
守
ら
れ
て
前
進
。

我
々
下
級
者
に
は
何
の
た
め
に
ど
こ
へ
行
く
の
か
分
か
ら
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ぬ
が
、
十
一
月
三
日
明
治
節
に
杭
州
湾
に
敵
前
上
陸
の
計

画
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
一
週
間
前
か
ら

中
隊
長
級
の
集
合
が
毎
日
の
よ
う
に
あ
り
、
中
隊
に
お
い

て
は
各
分
隊
長
以
上
毎
夜
、
上
陸
の
要
領
、
注
意
事
項
等

の
作
戦
会
議
の
連
続
で
あ
っ
た
。

上
陸
当
日
、
敵
は
満
潮
時
を
目
標
に
射
撃
の
照
準
を
合

わ
せ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
我
が
軍
は
干
潮
時
に
上
陸
す
る

こ
と
に
し
て
い
た
。
時
間
的
に
は
早
朝
の
五
時
頃
で
あ
っ

た
と
思
う
が
、
干
潮
の
た
め
に
兵
器
を
頭
上
に
胸
ま
で
浸

る
海
中
を
前
進
、
弾
は
満
潮
時
の
照
準
で
頭
上
高
く
飛

来
、
海
軍
の
艦
砲
援
護
射
撃
と
相
ま
っ
て
大
し
た
犠
牲
者

も
な
く
上
陸
に
成
功
。
上
陸
地
帯
は
官
舎
街
ら
し
く
同
様

の
住
宅
が
並
び
、
家
屋
に
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
た
シ
ャ

ツ
や
洋
服
が
あ
り
清
潔
な
も
の
だ
っ
た
。
よ
っ
て
そ
こ
に

宿
営
し
、
一
週
間
ほ
ど
付
近
の
警
備
と
休
養
を
兼
ね
た
駐

屯
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
南
京
攻
撃
を
目
標
に
交
戦
行
進

と
い
う
か
、
正
規
軍
と
の
交
戦
は
あ
ま
り
な
く
、
便
衣
隊

と
い
う
か
土
民
兵
か
、
我
が
軍
の
状
態
に
よ
っ
て
は
何
を

す
る
か
分
か
ら
ぬ
存
在
で
あ
り
、
交
戦
と
食
糧
も
求
め
な

が
ら
の
前
進
前
進
の
毎
日
で
あ
っ
た
。
揚
子
江
（
長
江
）

の
沿
線
で
無
数
の
ク
リ
ー
ク
が
あ
り
、
点
在
す
る
舟
中
に

鴨
や
鶏
卵
が
隠
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
。

南
京
も
近
く
な
っ
た
十
二
月
下
旬
、
揚
子
江
を
渡
江
す

る
渡
江
点
は
南
京
よ
り
下
流
三
キ
ロ
の
地
点
、
江
幅
一
千

メ
ー
ト
ル
で
、
上
陸
用
舟
艇
で
渡
河
し
、
左
岸
を
南
京
、

対
岸
木
甫
へ
敗
残
兵
の
退
路
撃
滅
を
目
的
に
進
攻
す
る
。

し
か
し
南
京
は
既
に
他
の
部
隊
の
進
攻
占
領
の
情
報
に
接

す
る
も
、
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
任
務
を
続
行
。
昭
和
十

三
年
一
月
一
日
南
京
に
進
攻
。
今
話
題
に
な
っ
て
い
る
南

京
大
虐
殺
も
、
我
々
は
裏
門
か
ら
の
入
場
で
あ
り
、
そ
の

点
に
若
干
の
関
係
あ
り
や
と
も
思
え
る
が
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
感
じ
得
な
か
っ
た
こ
と
を
実
地
体
験
者
と
し
て
記

述
す
る
も
の
で
あ
る
。

南
京
に
一
週
間
駐
留
、
揚
子
江
を
下
り
上
海
に
至
る
。

上
海
に
は
二
週
間
程
駐
留
し
、
海
上
輸
送
に
よ
り
青
島
に

進
攻
。
時
既
に
十
三
年
二
月
十
一
日
、
約
三
カ
月
、
付
近

の
警
備
に
従
事
す
。
五
月
初
旬
同
地
出
発
、
錦
州
攻
略

後
、
新
設
部
隊
要
員
と
し
て
内
地
帰
還
の
命
を
受
け
、
青
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島
よ
り
宇
品
に
上
陸
、
福
山
歩
兵
四
一
連
隊
補
充
隊
に
到

着
、
歩
兵
第
七
一
連
隊
に
転
属
と
な
る
。
同
部
隊
は
福
山

で
第
一
大
隊
、
浜
田
で
第
二
、
広
島
で
第
三
大
隊
を
編
成

し
、
昭
和
十
三
年
八
月
宇
品
を
出
港
し
、
大
連
経
由
で
ハ

ル
ビ
ン
に
入
り
関
東
軍
の
指
揮
下
に
入
る
。

昭
和
十
四
年
一
月
、
興
安
北
省
ハ
イ
ラ
ル
に
至
る
。
厳

寒
零
下
三
〇
度
の
不
健
康
地
帯
に
お
い
て
訓
練
に
尽
力

す
。
同
年
六
月
か
ら
九
月
に
至
る
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
に
参

戦
。
同
事
件
の
様
相
は
、
兵
器
に
お
い
て
、
新
旧
の
強
度

に
お
い
て
肉
弾
と
鉄
と
の
戦
で
あ
り
、
今
に
し
て
思
え
ば

勝
敗
は
歴
然
た
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
状
況
で
我
が
連
隊

は
八
月
末
、
最
早
こ
れ
ま
で
と
軍
旗
を
奉
焼
し
連
隊
長
以

下
全
員
、
戦
車
群
に
突
入
、
戦
死
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
戦
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
ソ
連
は
九
月
初
め
、
我

が
軍
と
講
和
条
約
を
結
び
不
可
侵
条
約
に
も
応
じ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
本
国
に
お
い
て
は
ナ
チ
ス
攻
防
、

シ
ベ
リ
ア
に
お
い
て
は
日
本
と
の
両
面
作
戦
に
対
す
る
工

作
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
終
戦
間
際
の
満

州
へ
の
侵
攻
は
一
方
的
に
こ
の
不
可
侵
条
約
の
無
視
で
あ

り
、
国
際
条
約
の
違
反
で
あ
る
。
か
か
る
行
為
は
、
こ
れ

か
ら
以
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
一
応
こ
の
機
会
に
記
述
し

て
お
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
ハ
イ
ラ

ル
よ
り
逐
次
免
渡
河
に
転
進
、
同
付
近
の
陣
地
構
築
と
共

に
訓
練
に
専
念
。

昭
和
十
九
年
八
月
機
動
部
隊
転
属
の
情
報
に
接
し
、
こ

れ
に
同
意
し
公
主
嶺
に
出
向
。
部
隊
が
新
設
で
あ
り
、
当

地
に
お
い
て
部
隊
の
編
成
と
思
い
き
や
、
当
部
隊
は
関
東

軍
直
属
の
機
動
部
隊
で
、
機
動
第
三
連
隊
と
称
し
ソ
連
対

象
の
忍
者
部
隊
で
あ
り
、
想
定
し
て
い
た
任
務
の
相
違
を

痛
感
し
た
の
で
あ
る
。

前
任
の
歩
兵
第
七
一
連
隊
は
十
九
年
九
月
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
転
進
、
全
滅
に
等
し
い
損
害
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。

私
は
機
動
部
隊
転
属
時
は
既
に
准
尉
に
任
官
し
て
お
り
、

新
任
の
准
尉
に
人
事
掛
を
渡
し
、
二
年
兵
以
上
の
教
官
と

し
て
訓
練
に
没
頭
す
る
。

昭
和
二
十
年
七
月
中
旬
教
育
隊
に
入
隊
、
将
校
教
育
に

専
念
中
、
同
年
八
月
九
日
ソ
連
軍
の
満
州
侵
攻
に
よ
り
教

育
断
念
。
八
月
十
二
日
、
部
隊
駐
屯
地
の
公
主
嶺
に
到
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着
。
既
に
連
隊
は
出
征
し
て
お
り
、
部
隊
の
家
族
、
私
の

妻
も
帰
国
列
車
対
応
が
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
は
乗
り
遅

れ
た
か
官
舎
に
居
座
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
大
変
と
輸
送
機

関
と
連
絡
し
、
我
々
の
本
隊
追
求
列
車
と
家
族
の
帰
国
列

車
を
工
面
し
、
八
月
十
四
日
、
我
々
は
北
へ
、
家
族
は
南

へ
と
別
れ
た
。
日
常
生
活
物
資
は
両
者
共
に
持
て
る
だ
け

は
持
っ
た
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
は
官
舎
に
置
き
去
り
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
家
族
列
車
は
朝
鮮
に
お
い
て
拿だ
捕ほ
さ

れ
た
よ
う
で
、
一
年
間
朝
鮮
で
暮
ら
し
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
は
私
が
帰
国
後
、
妻
に
尋
ね
た
の
で
あ
る
が
、
我
々

が
考
え
る
家
庭
の
下
女
働
き
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
異

国
で
の
一
年
は
大
変
屈
辱
で
あ
り
身
体
的
に
も
苦
労
だ
っ

た
よ
う
で
、
具
体
的
に
は
深
く
聞
く
こ
と
は
差
し
控
え
た

の
で
あ
る
。

さ
て
我
々
本
隊
追
求
の
状
況
で
あ
る
が
、
追
求
中
八
月

十
五
日
を
過
ぎ
た
頃
、
日
本
軍
は
連
合
軍
に
対
し
無
条
件

降
伏
で
最
早
戦
争
は
終
結
（
戦
）
と
の
情
報
が
ど
こ
か
ら

と
も
な
く
入
手
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
追
求
列
車
は
機
関
車

と
貨
車
一
両
連
結
だ
っ
た
と
思
う
。
私
達
准
尉
、
曹
長

七
、
八
人
と
列
車
運
転
の
工
兵
、
若
手
将
校
五
、
六
人
い

た
と
思
う
が
、
今
後
の
行
動
に
つ
い
て
い
ろ
ん
な
口
論
が

あ
っ
た
。
軍
人
と
し
て
個
人
の
生
死
・
安
全
の
問
題
と
し

て
騒
然
た
る
も
の
が
あ
り
、
結
局
は
こ
の
ま
ま
朝
鮮
に
逃

亡
か
、
間
島
駅
で
下
車
し
部
隊
に
合
流
す
る
か
の
二
点
で

あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
列
車
に
は
日
本
軍
の
指
揮
官

が
乗
車
し
て
お
り
、
既
に
ソ
連
軍
は
朝
鮮
へ
侵
攻
し
て
お

り
朝
鮮
に
お
い
て
拿
捕
さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
、
そ

の
こ
と
が
か
え
っ
て
危
険
で
あ
る
と
諭
さ
れ
、
間
島
駅
で

下
車
し
各
々
所
属
隊
に
合
流
す
る
。
私
は
、
連
隊
本
部
が

間
島
の
下
士
官
候
補
者
隊
兵
舎
に
あ
り
、
所
属
に
つ
い
て

指
揮
を
受
け
本
部
所
属
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
、
炊
事

業
務
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
厨
房
業
務
に
つ

い
て
は
軍
歴
十
年
の
間
全
然
未
経
験
で
あ
り
大
変
だ
っ

た
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
ソ
連
の
抑
留
業
務
は

着
々
と
進
行
し
て
お
り
、
一
般
部
隊
は
本
部
を
中
心
に
そ

の
周
辺
の
テ
ン
ト
張
り
兵
舎
に
起
居
し
て
お
り
、
そ
の
間

ソ
連
は
、
日
本
軍
の
協
力
の
下
、
日
本
軍
の
編
成
区
分
に

従
い
分
隊
・
小
隊
・
中
隊
に
編
成
し
、
名
称
も
付
し
て
い
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た
よ
う
で
あ
り
命
令
下
達
を
容
易
に
し
た
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
九
月
二
日
を
も
っ
て
日
本
軍
は
ソ
連
の
抑

留
者
と
な
り
次
々
に
ソ
連
に
連
行
さ
れ
た
よ
う
で
、
そ
の

実
態
は
テ
ン
ト
兵
舎
の
撤
収
が
そ
の
事
実
を
物
語
っ
て
い

る
。
我
々
も
い
ず
れ
は
ソ
連
に
連
行
さ
れ
る
も
の
と
思
わ

ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
準
備
が
大
変
だ
っ
た
。
ま
ず
所
持
品

の
入
れ
物
作
り
で
あ
る
が
、
針
は
な
ん
と
か
工
面
で
き
た

が
そ
の
材
料
の
糸
で
あ
る
。
こ
れ
は
藁
蒲
団
を
切
り
裂
い

て
糸
を
取
り
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
本
体
と
し
、
何
と
か
作

製
し
た
。
こ
う
し
た
居
住
の
中
へ
ソ
連
兵
が
入
っ
て
来
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
目
的
は
日
用
品
の
略
奪
で
あ
る
。
ま

ず
一
番
目
に
腕
時
計
、
万
年
筆
、
石
鹼
、
タ
オ
ル
等
、
何

で
も
ご
ざ
れ
で
あ
る
。
話
に
よ
る
と
、
こ
の
と
き
満
州
に

侵
攻
し
た
ソ
連
兵
は
囚
人
兵
が
多
い
と
か
で
非
常
に
質
が

悪
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
見
つ
け
る
者
、
隠
す
者
と
の

攻
防
で
あ
り
、
困
難
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
在
満
中
の
抑
留
生
活
の
中
、
大
変
敗
戦
と
い

う
屈
辱
と
悲
哀
を
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
辺
境
部
隊
の

家
族
で
あ
ろ
う
か
、
子
供
、
乳
幼
児
連
れ
の
家
族
が
次
々

と
ト
ラ
ッ
ク
で
輸
送
さ
れ
て
我
々
の
兵
舎
内
の
別
棟
に
収

容
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
ソ
連
兵
が
乱
入
し
婦
女
子
の
泣

き
声
、
悲
鳴
が
聞
こ
え
て
も
何
も
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
な
お
ま
た
乳
幼
児
が
栄
養
失
調
の
た
め
死
亡
さ
れ
る

よ
う
で
、
そ
の
墓
標
が
屯
所
の
西
方
の
小
高
い
斜
面
の
麓

に
建
て
ら
れ
る
の
を
見
る
も
何
も
で
き
な
い
。
無
力
と
当

時
の
異
常
な
心
理
状
態
の
中
で
諦
め
た
と
は
思
う
も
の

の
、
今
思
え
ば
痛
恨
の
涙
禁
じ
得
ず
。「
人
権
、
人
道
」

の
文
言
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
た
だ
火
事
場
泥
棒
的

に
侵
攻
し
、
ほ
と
ん
ど
交
戦
す
る
こ
と
な
く
莫
大
な
生
活

物
資
を
略
奪
し
、
な
お
ま
た
か
か
る
虐
待
行
為
は
い
か
に

検
証
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
の
関
心
、
誰
が
知
る
べ

き
で
あ
ろ
う
か
。

か
か
る
悶
々
の
日
は
進
行
し
、
十
二
月
も
近
く
な
る
。

軍
、
師
、
旅
団
、
司
令
部
、
連
隊
本
部
要
員
の
ほ
と
ん
ど

が
将
校
で
、
そ
の
数
約
三
千
人
、
こ
れ
が
満
州
の
戦
後
の

残
留
部
隊
で
あ
り
、
私
も
そ
の
一
員
と
し
て
同
行
す
る
こ

と
と
な
る
が
、
い
よ
い
よ
十
二
月
一
日
間
島
を
出
発
、
三

日
の
行
軍
で
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
周
辺
に
到
着
。
既
に
我
々
の
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輸
送
列
車
は
到
着
し
て
お
り
、
列
車
内
を
二
段
と
し
下
段

に
暖
炉
を
置
き
、
貨
車
の
周
辺
を
毛
布
で
囲
み
寝
床
に
も

布
を
敷
く
等
措
置
し
、
十
二
月
五
日
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
駅
を

出
発
。
当
然
臨
時
列
車
で
あ
り
運
行
実
情
は
全
然
不
明
、

思
い
も
よ
ら
ぬ
時
に
発
車
し
停
車
す
る
等
、
も
し
乗
り
遅

れ
で
も
す
れ
ば
大
変
で
あ
り
、
車
外
で
の
生
理
用
足
し
等

に
慎
重
を
要
し
た
も
の
で
あ
る
。

停
車
中
は
特
に
警
戒
兵
は
よ
く
列
車
を
見
回
る
が
、
片

言
に
、
お
前
ら
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
か
ら
日
本
へ
ダ
モ

イ
（
帰
る
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
と
言
う
も
、
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ッ
ク
ど
こ
ろ
か
列
車
は
西
に
向
か
っ
て
走
り
、
チ
タ

を
過
ぎ
れ
ば
北
に
向
か
い
ウ
ラ
ル
山
脈
を
通
過
し
、
い
よ

い
よ
欧
州
領
に
至
り
、
モ
ス
ク
ワ
ま
で
六
〇
キ
ロ
の
地
点

の
タ
ン
ボ
フ
と
い
う
小
さ
な
駅
で
下
車
。
当
地
に
設
置
さ

れ
た
収
容
所
に
到
着
。
こ
れ
ま
で
所
持
す
る
こ
と
を
認
め

て
い
た
軍
刀
を
収
容
所
前
で
没
収
し
た
の
で
あ
る
。
時
、

昭
和
二
十
一
年
一
月
五
日
で
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
を
出
発
し

て
ち
ょ
う
ど
三
十
日
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
輸
送
生
活
で

あ
っ
た
。

い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
が
ソ
連
の
抑
留
生
活
の
始
ま
り
で

あ
る
。
食
事
は
黒
パ
ン
と
カ
ー
シ
ャ
（
粥
の
こ
と
）、
炊

事
場
か
ら
配
給
さ
れ
る
パ
ン
の
量
は
労
働
区
分
に
よ
っ
て

変
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
、
朝
食
の
と
き
一
日
中
の
も
の
が

支
給
さ
れ
、
カ
ー
シ
ャ
は
三
食
、
朝
昼
晩
に
配
達
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
他
生
活
に
必
要
な
も
の
は
皆
で
調
達
す
る
の

が
本
則
で
あ
る
と
い
う
。
時
、
厳
寒
の
一
月
で
零
下
三
〇

度
で
あ
り
、
た
ち
ま
ち
炊
事
用
及
び
暖
炉
用
の
薪
集
め
が

必
要
で
、
毎
朝
山
へ
薪
取
り
作
業
で
あ
る
が
、
警
備
兵
の

人
員
点
検
、
す
な
わ
ち
人
員
数
の
確
認
で
あ
る
が
こ
れ
が

大
変
。
四
列
に
並
び
何
番
目
で
何
人
か
に
な
か
な
か
手
間

取
り
、
寒
空
に
立
ち
往
生
、
一
時
間
位
費
や
す
こ
と
は

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
あ
り
大
変
だ
っ
た
。
山
に
行
き
枝
木
を

束
ね
持
ち
帰
る
こ
と
が
日
課
で
あ
る
。

こ
う
し
た
毎
日
が
一
月
く
ら
い
経
過
し
た
時
、
森
林
伐

採
要
員
の
募
集
が
あ
り
、
こ
れ
に
応
募
し
た
人
員
は
二
十

人
で
、
通
訳
と
警
戒
兵
一
人
の
班
で
班
長
は
少
佐
だ
っ

た
。
本
隊
と
別
れ
て
山
中
の
小
屋
で
、
作
業
は
夏
伐
採
さ

れ
た
木
の
枝
で
雪
に
埋
も
れ
て
い
る
も
の
を
取
り
出
し
て
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焼
却
す
る
の
で
あ
る
が
、
湿
っ
て
お
り
燃
え
な
い
の
で
大

変
だ
っ
た
。
春
、
夏
に
な
り
、
作
業
も
順
調
に
進
む
八
月

終
わ
り
頃
か
ら
ソ
連
人
の
伐
採
者
が
木
材
の
切
出
し
を
始

め
た
。
我
々
の
班
も
編
成
替
え
と
な
り
人
員
も
大
幅
増
員

と
な
っ
た
。
枝
や
雑
木
の
整
理
と
、
幹
木
を
ト
ラ
ッ
ク
ま

で
の
運
搬
で
あ
る
。
こ
れ
が
年
末
ま
で
、
冬
に
な
れ
ば
焼

却
で
あ
る
。

昭
和
二
十
二
年
四
月
下
山
し
、
本
隊
に
合
流
し
て
エ
ラ

ブ
カ
収
容
所
に
移
動
す
。
こ
の
収
容
所
は
オ
ラ
ン
ダ
の
捕

虜
の
将
校
を
銃
殺
に
処
し
た
と
の
話
が
あ
り
、
我
々
も
そ

の
後
釜
で
は
な
い
か
と
の
話
も
あ
っ
た
が
、
案
に
反
し
て

収
容
所
所
長
は
婦
人
で
日
本
語
の
達
者
な
美
し
い
人
だ
っ

た
。
私
は
そ
こ
で
も
森
林
業
務
に
就
く
。
し
か
し
こ
こ
の

作
業
は
幹
木
を
そ
り
で
集
積
場
に
運
搬
す
る
の
で
あ
る
。

急
坂
の
そ
り
道
を
登
る
時
は
そ
り
を
ひ
っ
ぱ
り
上
げ
る
の

で
苦
労
だ
が
、
下
る
時
は
そ
り
に
幹
木
を
積
み
そ
の
上
に

乗
っ
て
降
り
る
の
で
あ
り
、
五
人
組
で
実
施
す
る
。
午
前

午
後
一
回
ず
つ
実
施
す
る
の
が
日
課
で
、
八
月
ま
で
従
事

し
た
。
九
月
か
ら
樽
桶
作
り
の
作
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
工
場
に
務
め
る
こ
と
と
な
る
。
工
場
と
い
っ

て
も
収
容
所
内
に
あ
る
の
で
、
朝
八
時
に
行
き
午
後
五
時

に
宿
舎
に
帰
る
の
で
あ
る
。
工
場
に
は
指
導
者
が
一
人
お

り
、
見
習
い
が
新
旧
四
人
で
あ
っ
た
。
水
桶
や
物
入
れ

で
、
作
業
は
道
具
の
使
用
方
法
、
木
拵
え
か
ら
組
立
の
順

で
あ
る
。
初
め
て
の
仕
事
で
、
い
ろ
い
ろ
た
め
に
な
っ

た
。十

二
月
に
入
り
、
カ
ザ
ン
州
の
首
都
カ
ザ
ン
の
収
容
所

に
移
動
し
た
。
こ
こ
の
収
容
所
は
何
か
の
工
場
の
空
舎

だ
っ
た
よ
う
で
、
広
大
で
立
派
な
も
の
だ
っ
た
。
部
隊
は

皆
が
将
校
で
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児
島
に
至
る
日

本
中
の
集
ま
り
で
あ
り
、
私
達
は
広
島
県
人
会
を
作
り

時
々
集
ま
っ
て
い
た
。
竹
原
の
人
も
六
人
い
た
が
今
は
私

一
人
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
工
場
及
び
建
設
現
場
の
作
業

で
、
作
業
へ
の
交
通
は
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
一
組
大
体

十
人
程
度
で
、
迎
者
が
人
数
を
承
知
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

作
業
場
へ
行
く
の
で
あ
る
。
作
業
が
定
ま
っ
た
所
に
は
同

じ
人
が
都
合
が
よ
い
の
で
そ
の
よ
う
に
配
置
し
て
い
た
。

毎
日
八
時
に
出
発
し
午
後
五
時
に
作
業
を
終
わ
り
帰
る
。
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宿
舎
に
入
る
と
、
ま
ず
席
に
着
く
の
が
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
四

人
で
あ
り
、
そ
れ
に
外
れ
た
の
が
碁
、
将
棋
、
花
札
等
娯

楽
の
取
り
合
い
で
、
そ
の
ほ
か
は
地
方
の
自
慢
料
理
に
花

を
咲
か
せ
て
空
腹
を
紛
ら
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
将
来

に
対
す
る
期
待
感
の
な
い
無
為
な
心
境
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
三
年
正
月
を
迎
え
思
わ
ぬ
こ
と
が
あ
っ
た
。

夕
食
の
時
、
正
月
を
祝
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
、
ビ
ー
ル
が

飯
盒
の
掛
蓋
に
一
杯
振
る
舞
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

抑
留
中
た
だ
一
回
で
あ
っ
た
と
共
に
、
手
紙
の
差
し
出
し

が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
親
里
に
対
し
一
通
が
許
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
ソ
連
の
点
検
を
受
け
る
の
で
よ
く
注
意
す

る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
り
、
父
母
の
体
の
具
合
と
共
に

私
も
元
気
と
い
う
こ
と
、
し
か
し
帰
国
に
つ
い
て
は
不
明

で
あ
り
、
特
に
妻
に
対
し
て
は
、
私
の
こ
と
は
考
え
な
い

で
身
の
振
り
方
に
つ
い
て
は
自
由
に
し
て
く
れ
る
よ
う
に

と
書
い
た
の
で
あ
る
。
国
か
ら
は
一
回
だ
け
交
信
が
あ

り
、
安
心
す
る
と
共
に
、
こ
れ
は
帰
国
の
前
触
れ
で
は
な

い
か
と
希
望
を
抱
か
せ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
収
容
所
が
何
か
の
工
場
で
あ
っ
た
の
で
は
と
言
っ

た
が
、
貨
車
の
引
込
線
が
あ
り
、
時
に
は
に
わ
か
に
引
っ

張
り
出
さ
れ
て
セ
メ
ン
ト
や
石
炭
の
バ
ラ
ス
を
袋
に
入
れ

て
積
み
降
ろ
し
作
業
を
や
ら
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ

が
大
抵
夜
中
に
あ
り
日
中
の
作
業
を
加
減
す
る
こ
と
は
な

い
の
で
あ
る
。
特
に
セ
メ
ン
ト
の
場
合
は
埃
が
い
っ
ぱ
い

た
ち
こ
め
大
変
で
あ
る
。
時
は
ま
だ
寒
か
っ
た
の
で
、
三

月
初
め
頃
か
ら
一
定
建
築
現
場
で
の
作
業
と
な
る
セ
メ
ン

ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
積
載
に
よ
る
家
屋
の
構
築
で
あ
る
が
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
作
成
に
石
灰
水
に
よ
り
セ
メ
ン
ト
を
混
合

さ
せ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
凍
結
の
予
防
効
果
に
な
る
の
か

と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
屋
根
の
作
業
に
し
て
も
、
日
本
の

大
工
の
よ
う
に
計
画
的
な
こ
と
で
は
な
く
目
算
に
目
八
分

作
業
で
、
驚
い
た
も
の
で
あ
る
。

工
場
に
お
け
る
様
子
で
あ
る
が
、
五
時
の
作
業
終
了
前

に
な
る
と
労
働
者
達
が
作
業
物
資
の
余
り
物
な
ど
を
工
場

を
囲
う
壁
の
底
辺
に
置
い
て
外
か
ら
取
れ
る
よ
う
に
し
て

お
き
、
終
了
後
、
衛
門
を
出
て
か
ら
取
り
出
し
持
ち
帰
る

か
、
バ
ザ
ー
ル
で
売
る
物
に
な
る
よ
う
だ
。
そ
れ
と
、
労

働
者
の
身
分
に
よ
り
そ
の
行
為
に
相
違
が
あ
っ
た
よ
う
で
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あ
り
、
こ
れ
も
労
働
者
同
士
の
利
得
行
為
で
あ
る
よ
う

だ
っ
た
。
こ
う
し
た
カ
ザ
ン
収
容
所
で
の
作
業
も
春
と
共

に
晴
々
と
し
た
空
気
も
た
だ
よ
い
、
若
い
見
習
士
官
出
身

者
の
間
に
は
歌
の
練
習
や
こ
れ
に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
の
グ

ル
ー
プ
も
生
ま
れ
、
ま
た
日
本
で
の
野
球
の
選
手
も
い
た

よ
う
で
、
日
曜
日
に
広
い
球
場
で
野
球
の
試
合
も
や
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
六
月
二
十
日
頃
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
が
、

は
っ
き
り
帰
国
の
旅
立
ち
で
あ
る
こ
と
も
暗
に
想
像
で
き

る
状
況
の
中
で
ナ
ホ
ト
カ
に
向
け
出
発
と
な
る
。
来
る
と

き
は
一
カ
月
を
要
し
た
行
程
も
今
度
は
五
日
間
で
ナ
ホ
ト

カ
に
到
着
。
そ
の
行
程
に
お
い
て
、
共
産
思
想
に
洗
脳
さ

れ
た
人
達
が
車
内
に
乱
入
す
る
様
子
で
乗
り
込
み
、
お
前

ら
は
ま
た
軍
、
警
察
官
と
し
て
行
動
す
る
の
で
あ
ろ
う
と

怒
鳴
り
な
が
ら
私
ら
に
乱
暴
を
仕
掛
け
る
よ
う
な
一
場
面

も
あ
っ
た
。
ナ
ホ
ト
カ
に
到
着
後
は
所
持
品
及
び
身
体
の

検
査
、
抑
留
時
代
の
所
感
に
対
す
る
言
動
に
つ
い
て
は
、

誰
が
言
う
と
は
な
く
、
帰
国
船
に
乗
る
ま
で
は
ソ
連
の
感

情
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
の
注
意
を
各
々
が
心

得
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
各
自
が
所
持
品
の
整
理
を
し
た

よ
う
で
、
海
辺
に
い
ろ
ん
な
も
の
が
散
乱
し
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
す
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
は
ど
う
な
っ
た
で
あ

ろ
う
か
と
思
う
こ
と
だ
が
、
中
隊
の
二
年
兵
で
優
秀
な
伍

長
勤
務
上
等
兵
で
群
馬
県
の
人
だ
と
思
う
が
、
ナ
ホ
ト
カ

で
突
然
出
会
っ
た
の
で
あ
る
。
私
が
今
度
国
に
帰
る
人
だ

と
思
い
話
を
す
る
と
、
彼
は
、
私
は
し
ば
ら
く
ソ
連
に
い

る
よ
う
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
共
産
思
想
の
洗
脳
を

受
け
た
も
の
と
思
い
、
身
体
を
大
事
に
す
る
よ
う
に
と
言

動
を
変
え
た
の
で
あ
る
が
、
び
っ
く
り
し
た
の
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
六
月
三
十
日
午
後
、
帰
国
船
興
安
丸
に
乗

船
、
六
時
出
港
、
皆
ん
な
抱
き
合
っ
て
喜
ん
だ
の
で
あ

る
。
船
中
で
抑
留
時
の
関
係
で
物
騒
な
話
も
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
我
々
の
周
辺
に
は
影
響
な
く
、
七
月
一
日
十

時
頃
舞
鶴
に
上
陸
す
。
帰
国
諸
手
続
き
を
済
ま
せ
、
翌
二

日
に
帰
還
専
用
の
臨
時
列
車
に
よ
り
帰
省
し
た
が
、
各
駅

に
は
婦
人
会
の
人
々
が
親
切
に
出
迎
え
て
お
り
、
感
謝
し

た
。
七
月
四
日
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
。

十
時
頃
竹
原
駅
に
到
着
、
バ
ス
に
乗
り
故
郷
田
万
里
に
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到
着
し
た
。
隣
の
石
原
さ
ん
の
息
子
さ
ん
と
甥
の
敬
三
が

出
迎
え
て
く
れ
た
。
家
で
父
母
と
妻
が
涙
な
が
ら
に
迎
え

て
く
れ
、
生
来
の
念
願
で
あ
っ
た
帰
宅
を
果
た
し
た
の
で

あ
る
。
父
は
八
十
三
歳
、
母
七
十
五
歳
で
老
人
な
が
ら
元

気
で
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
長
男
の
誕
生
餅
を
背
負
い

歩
く
の
を
見
て
八
十
六
歳
で
死
亡
し
た
こ
と
が
今
で
も
一

番
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
損
得
は
別
問
題
で
あ
る

が
、
社
会
的
に
、
経
済
面
に
つ
い
て
は
問
題
点
の
多
か
っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
友
を

失
い
生
き
長
ら
え
て
い
る
我
が
身
を
思
う
時
、
今
さ
ら
な

が
ら
た
だ
感
謝
す
る
の
み
で
あ
り
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
回
想
五
人
の
兵

山
口
県

長

野

安

廣

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
生
ま
れ
の
私
達
が
徴
兵
検

査
に
合
格
し
、
山
口
四
二
連
隊
に
入
営
し
た
の
が
昭
和
十

九
（
一
九
四
四
）
年
十
二
月
十
日
だ
っ
た
。
当
時
日
本
は

南
も
北
も
八
方
塞
が
り
、
遠
か
ら
ず
手
を
上
げ
る
だ
ろ
う

と
い
う
寸
前
だ
っ
た
。

私
は
、
昭
和
十
六
年
三
月
よ
り
陸
軍
御
用
船
桐
葉
丸
三

三
〇
〇
ト
ン
に
乗
船
、
南
は
ラ
バ
ウ
ル
、
北
は
占
守
島
ま

で
行
っ
た
り
来
た
り
。
学
歴
の
な
い
私
に
で
も
日
本
の
こ

れ
か
ら
辿
る
で
あ
ろ
う
末
路
は
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
推
測
で

き
た
。
そ
れ
は
敗
戦
だ
っ
た
。
昔
か
ら
、
勝
て
ば
官
軍
、

負
け
れ
ば
賊
軍
と
い
う
言
葉
の
通
り
、
喧
嘩
の
相
場
は
決

ま
っ
て
い
た
。
時
の
要
人
達
は
知
り
抜
い
て
い
た
事
実

だ
っ
た
ろ
う
に
、
引
く
に
引
け
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

さ
て
話
は
元
に
戻
る
。
山
口
に
入
営
後
十
日
目
、
明
朝

頃
出
発
ら
し
い
と
前
夜
、
点
呼
の
週
番
将
校
が
言
っ
た
。

「
長
野
は
お
る
か
」「
ハ
イ
自
分
で
あ
り
ま
す
」、
呼
ば
れ

て
近
寄
る
と
、
小
声
で
「
お
前
の
お
袋
が
馬
小
屋
の
う
し

ろ
に
来
て
い
る
か
ら
会
っ
て
来
い
、
歩
哨
に
見
つ
か
る
な

よ
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。「
ハ
イ
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」。

班
長
の
許
可
を
得
る
と
馬
小
屋
へ
一
目
散
、
暗
闇
の
中
、

鉄
条
網
越
し
に
姉
と
二
人
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
見
え
た
。
歩

哨
が
い
な
い
の
を
確
か
め
る
と
、
小
声
で
「
ヨ
イ
」
と
声
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